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なかなかカゴが一杯にならなかった紅臼玉入れ（松之山地区体育大会）

堀切菖蒲園分園（大巌寺高原）
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※出生・死亡・婚姻の届はできます

おめでた（出生）
　　　　　　　　　　　　　　　　（生年月「D
博紀ちゃん　　村山重雄さんの長男（中原）3・4・22

由香里ちゃん　相沢　敏さんの二女（水梨）3・5・22

窃《導》み（死亡）

佐藤　秀一さん　63歳（犬水越）法院

高橋　初巳さん　85歳（天水島）新屋

玉田　繁雄さん　66歳（中　尾）柔

石塚　清吉さん　83歳（湯之島）板屋

田辺　　キユさん64歳（松之山）三幸屋

村山伊勢松さん　59歳（橋　詰）田代

高沢　イキさん　53歳（北浦田）やち

※5月1日から31日までの届出分です。

（死亡年月臼）
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▼
5
月
の
で
き
ご
と

3
目
成
人
式

4
日
　
山
菜
塾
（
6
目
ま
で
）

8
日
　
年
金
友
の
会
設
立
総
会

12

H
　
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

18

日
　
松
之
山
温
泉
ま
つ
り

　
　
山
菜
ま
つ
り

19

日
　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
人
会

25
日
　
野
鳥
集
会
・
山
菜
ま
つ
り

お
日
　
第
茄
回
探
鳥
会

27

目
　
湯
山
温
泉
起
工
式

器
日
　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
会

▼
6
月
の
予
定

－
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山
菜
ま
つ
り
（
2
H
ま
で
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3
口
　
衛
生
班
長
会
議

5
H
　
リ
ハ
ビ
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教
室
只
さ
わ
や
か

H
H
　
集
落
総
代
会
（
転
作
）

14

H
　
献
血
（
安
高
松
之
山
分
校
）

15

H
　
町
史
出
版
記
念
式
典
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目
　
町
総
合
検
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（
2
1
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ま
で
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⑳
日
　
6
月
定
例
議
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2
1
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H
　
町
消
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訓
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（
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茄
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リ
ハ
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教
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（
合
同
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日
　
町
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ボ
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大
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（
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・
2
8
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ま
で
）
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／
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潟
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／
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落
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す
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い
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。

　
秋
の
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穫
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色
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手
が
か
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が
、
か
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分
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増
収
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っ
て
戻
っ
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。

　
さ
て
、
六
月
は
う
っ
と
う
し
い
梅

雨
の
季
節
で
あ
り
、
地
区
や
学
校
行

事
が
多
い
月
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
閑
期
を
利
用
し
て
旅
行

に
出
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

　
季
節
の
変
わ
り
目
は
暑
く
な
っ
た

り
寒
く
な
っ
た
り
と
、
身
体
に
思
わ

ぬ
負
担
を
か
け
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も
の
で
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。
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を
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つ

　
田
植
え
作
嚢
が
．
投
落
し
た
六
月

の
第
、
日
曜
目
に
、
痕
川
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
．
。

　
当
H
は
暑
く
も
寒
く
も
な
く
、
絶

好
の
体
育
大
会
日
和
と
な
り
長
し
た
．

　
特
に
紹
介
し
た
い
競
技
は
，
．
r
供

増
し
リ
レ
ー
」
で
す
。

　
一
般
の
男
女
が
ヘ
ア
に
な
り
、
膨

ら
ま
せ
た
風
船
を
一
輪
屯
に
載
げ
．
、

お
圧
い
に
、
輪
屯
の
取
つ
F
を
．
本

づ
つ
持
っ
て
押
し
な
が
ら
．
r
供
た
ち

の
所
ま
で
行
き
ま
す
。

　
子
供
た
ち
の
所
へ
着
い
た
ら
風
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を
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と
腹
の
問
に
人
れ
て
破
裂
ざ
．
げ
．
、

待
っ
て
い
た
．
r
供
々
．
、
輪
牽
に
載
ぜ

て
帰
る
競
技
で
す
。

　
男
同
L
の
紐
が
あ
っ
た
り
、
本
当

の
友
婦
で
公
、
加
し
ぐ
観
衆
か
ら
尺
声

援
を
も
ら
う
組
も
あ
り
長
し
た
。

　
束
川
小
学
校
へ
L
児
竜
に
k
る
ソ
ノ

ッ
グ
　
・
マ
ー
プ
は
、
　
，
ズ
ー
ト
ル
四

乃
位
の
旗
牟

リ
ズ
ム
に
あ
わ
げ
．
㌃
、
L

f
に
動
か
し
、
広
い
グ
ラ
ン
ド
も
狭

く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
て
し
た
け

　
一
般
の
象
．
加
占
も
多
・
＼
地
区
・
、

る
み
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大歓声のなか行われた子供増しリレ

i地区2布月●6
16松之山地区6・

小
雨
の
な
か
頑
張
り
ま
し
た

　
小
．
雨
が
降
る
松
之
山
小
学
校
グ
ラ

ン
下
で
空
々
．
気
に
し
な
が
ら
行
わ
れ

k
し
た
が
、
．
r
供
た
ち
の
．
馬
気
良
い

声
が
通
し
た
の
か
最
後
長
で
グ
ラ
ン

ド
．
℃
で
き
長
し
た
、

　
競
技
の
な
か
．
℃
楽
し
・
、
感
し
た
の

は
，
健
全
な
体
と
健
へ
L
な
心
～
頭
と

体
の
バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
～
［
、
簡
単

に
説
明
す
る
と
障
害
物
レ
ー
欧
で
す
。

　
ハ
シ
ゴ
（
く
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・
．
平
均
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。
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．
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．
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生
は
喜
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玄
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．
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男
性
も
い
て
観
衆
か
ら
盛
ん
な

声
援
を
受
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と
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は
な
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な
か
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し
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、
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の
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な
い
．
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で
し
た
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．
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集
落
対
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な
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選
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き
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な
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し
た
、

　
午
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た
「
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．
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？

と
い
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は
、
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で

ヂ
を
つ
な
い
で
ス
タ
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ト
し
、
新
聞

紙
の
あ
る
所
に
来
た
ら
そ
の
新
聞
紙

を
背
中
と
背
中
の
閲
に
人
れ
て
、
落

さ
な
い
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
地
点
ま

で
行
き
圭
す
。

　
折
ら
れ
た
新
囲
紙
を
広
げ
る
と
．
、

つ
の
穴
が
あ
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て
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て
、
新
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を

岐
ら
な
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う
に
穴
に
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て
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ル
す
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技
で
す
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．
長
な
わ
飛
び
競
争
で
は
、
本
番
前

の
練
習
の
方
が
よ
く
飛
べ
た
チ
ー
ム

も
あ
り
、
全
員
の
呼
吸
を
合
わ
せ
る

難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
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ー
ス
の
早
飲
み
競
争
に
出
場

し
た
人
の
な
か
に
は
、
ビ
ー
ル
の
早

飲
み
の
方
が
良
い
と
い
っ
て
周
囲
の

人
た
ら
を
笑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
地
区
の
活
気
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
な
大
会
で
し
た
。
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お
昼
真
．
近
だ
っ
た
の
て
　
ヤ
ク
ル

ト
と
パ
ン
を
い
た
だ
．
い
た
．
九
・
六
年

生
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
，

　
気
た
■
な
に
か
ら
な
に
玄
で
、
し
ヒ

い
つ
競
技
も
楽
し
く
、
一
人
が
着
せ

か
え
人
形
役
で
他
の
人
が
次
々
と
リ

レ
ー
し
て
指
示
さ
れ
た
着
物
を
着
せ
、

着
せ
終
わ
っ
た
ら
一
人
が
、
歩
た
け

人
形
役
の
人
の
足
を
動
か
し
ゴ
ー
ル

玄
で
連
れ
て
く
る
競
技
で
す
。

　
男
性
の
み
の
一
鋭
技
で
ス
カ
ー
ト
を

は
い
た
り
目
紅
を
つ
け
た
り
と
、
モ

デ
ル
さ
ん
顔
負
け
の
美
し
さ
で
し
た
。

欝
、

か

』
う
』

一

脚力よりも運の強い子が勝った？

　　　　　　　　　　頭と体のバトルロイヤル

迄
『
も
告
♀
．
．

　
　
璽
｝
マ
ー

憂
幽』ン

罷灘．

輿

零
　
窺
灘
　
霧
一

楽
し
い
競
技
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
浦
田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
松
之

山
地
区
と
同
じ
く
小
雨
の
な
か
楽
し

い
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
低
学
年
対
老
人
会
の
玉
人

れ
は
一
回
目
老
人
会
の
勝
ち
、
二
回

目
は
カ
ゴ
の
高
さ
が
若
．
卜
低
く
な
っ

た
低
学
年
が
勝
ち
ま
し
た
。

　
決
勝
の
三
回
目
は
、
玉
の
屯
さ
で

カ
ゴ
が
徐
々
に
下
が
っ
て
き
た
低
学

年
が
勝
ち
ま
し
た
。

　
借
り
物
レ
ー
ス
で
は
拾
っ
た
カ
ー

ド
を
見
て
喜
ぶ
人
、
ガ
ッ
カ
リ
す
る

人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

、
嘲
藩
、
『

；憲硬
㌦・厩墾

砿憲署

零1』』讐r型
ぱ　　　　ル　　いも　　　　　ロ　ロんん　　　　　　　　　　じ　　　　　ゆ　　」遜一暫聯㌦欝懸　；r㌧．ぐ。。岬隔
い領』一翻』蚕鷺夢縮識タ

　　　戦諜瓢　∠

＝

鶯
欄

■

　
ま
た
「
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
」

や
。
校
．
長
先
生
」
と
い
う
カ
ー
ド
が

あ
り
、
本
部
席
に
戻
っ
た
と
思
っ
た

ら
ま
た
引
張
り
出
さ
れ
る
と
い
う
一

幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ア
ベ
ッ
ク
レ
ー
ス
で
は
女
性
の
公
、
、

加
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
．
、
回
出
場

す
る
男
性
も
い
て
観
衆
か
ら
盛
ん
な

声
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
、

　
頬
と
頬
の
問
に
風
船
を
入
れ
、
落

さ
な
い
よ
う
に
ゴ
ー
ル
で
ン
す
る
の

は
な
か
な
か
難
し
く
、
笑
顔
の
た
え

な
い
．
口
で
し
た
。

浦田地区616・

松里地区6・23

麺、、蓼課、’圃

う・灘蝋翼
　　　　　　鏡』攣感熔

櫓
．
　
．
．
二

、㌧轡、
　∫z　戸

、’纏　㍑・　ナ、’

　　　まわす人と飛ぶ人の呼吸が難しい

　　　　　　　　　　長なわ飛ぴ競争

盛
り
だ
く
さ
ん
の
競
技

　
曇
り
空
の
．
卜
、
松
壁
小
昂
．
r
校
グ
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
芸
し
た
。

　
集
落
対
抗
競
技
に
な
る
と
、
選
f

に
送
ら
れ
る
声
、
援
も
一
段
と
大
き
く

な
り
ま
し
た
、

　
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
「
親
．
r
は
ひ

と
つ
？

と
い
う
知
胱
技
は
、
親
チ
で

ヂ
を
つ
な
い
で
ス
タ
ー
ト
し
、
新
聞

紙
の
あ
る
所
に
来
た
ら
そ
の
新
聞
紙

を
背
中
と
背
中
の
閲
に
人
れ
て
、
落

さ
な
い
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
地
点
ま

で
行
き
圭
す
。

　
折
ら
れ
た
新
囲
紙
を
広
げ
る
と
．
、

つ
の
穴
が
あ
い
て
い
て
、
新
聞
紙
を

岐
ら
な
い
よ
う
に
穴
に
頭
を
入
れ
て

ゴ
ー
ル
す
る
競
技
で
す
。

　
．
長
な
わ
飛
び
競
争
で
は
、
本
番
前

の
練
習
の
方
が
よ
く
飛
べ
た
チ
ー
ム

も
あ
り
、
全
員
の
呼
吸
を
合
わ
せ
る

難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
ジ
ュ
ー
ス
の
早
飲
み
競
争
に
出
場

し
た
人
の
な
か
に
は
、
ビ
ー
ル
の
早

飲
み
の
方
が
良
い
と
い
っ
て
周
囲
の

人
た
ら
を
笑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
地
区
の
活
気
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
な
大
会
で
し
た
。
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久保田好郎編集委員長に感謝状贈呈

ソフトな表紙で内容豊かな松之山町史

・
周
年
記
念
事
業
の

和
六
卜
．
↓
年
度
か

松
之
山
町
史
編
さ

く
完
f
し
ま
し
た

か
月
ほ
ど
遅
れ
て

れ
た
方
々
か
ら
矢

受
け
、
担
当
κ
は

る
と
と
も
に
、
新

感
心
の
高
さ
に
良

と
思
い
ま
し
た
。

山
町
史
は
約
一

の
町
村
史
と
あ
ま

が
、
外
箱
・
表
紙

例
の
な
い
体
裁
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
ビ
ア
も
各
h
鹸
（
－
口
鉄
川
編
は
各

節
）
ご
と
に
人
り
、
本
文
巾
で
も
、
涯

O
O
枚
を
超
え
る
写
真
が
使
川
さ
れ

て
い
圭
す
。

　
見
や
す
さ
と
読
み
や
す
さ
に
屯
点

を
置
き
、
さ
ら
に
保
存
に
適
し
た
中

性
紙
を
使
川
し
て
い
よ
す
。

　
た
っ
た
一
附
の
本
で
す
が
四
年
問

に
わ
た
る
地
道
な
調
査
と
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
よ
う
や

く
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
町
史
が
広
く
利
川
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
紙
面

を
借
り
て
お
礼
を
申
し
ト
．
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
編
さ
ん
室
職
員
一
同

　
六
月
－
「
κ
．
日
午
後
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
に
お
い
で
、
、
松
之
山
町
史
出

版
記
今
心
式
典
が
行
わ
れ
求
し
た
。

　
当
口
は
編
さ
ん
委
H
∵
監
修
呂
・

編
集
委
H
へ
・
調
査
執
筆
委
H
へ
・
唱
阪

社
な
ど
、
直
接
町
史
に
関
係
し
た
κ
．

－
ド
人
ほ
ど
が
佑
で
よ
り
出
阪
を
）
祝
い
圭

し
た
、

　
．
レ
約
者
へ
の
配
本
作
裳
も
六
月
卜

－
又
『
．
」
よ
衣
、
㌧
、
ノ
～
　
－
、
　
曳
謳
ノ
穴
犀
、
斗
ト
六

ノ
ド
ー
C
‘
糸
　

【
　
　
ん
ノ
耽
ー
ペ
と
し
＊
む

公
民
館
に
引
継
ぎ
長
し
た
。

　
ま
だ
部
数
が
あ
り
長
す
の
で
、
ほ

し
い
方
は
公
民
館
（
盈
六
ー
。
．
．
、
六

圧
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
ヤ
、
」
“
。

　
一
…
九
〇
〇
〇
円
で
す
。

お詫びと訂正
町史の一部に誤りがありましたので訂正します。

◎351頁写真4－6、352頁写真4－7の（）内説明

　く正＞　（松之山町歴史民俗資料館所蔵）

　＜誤＞　（小野塚正家所蔵）

◎巻未協力員名簿の平成二年、新山集落

　〈正＞山岸石雄　　く誤＞山岸石松

□
蜜
寒
議
墨
議
暑
暴
眉
］

　
平
成
一
．
一
年
度
の
六
月
建
例
議
会
が
　
　
負
契
約
附
係
で
は
、
L
蝦
池
飲
料
水
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
一
一
ト
H
開
催
さ
れ
、
卜
、
δ
議
　
　
供
給
施
設
建
設
L
事
な
ど
四
つ
の
［
　
　
　
第
一
．
回
の
一
般
会
計
補
止
弄
算
が

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
事
に
つ
い
て
、
契
約
内
容
を
確
認
し
　
　
大
型
に
な
っ
た
の
は
、
黒
倉
地
内
に

　
審
議
さ
れ
た
［
な
も
の
は
、
平
成
　
　
議
決
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
さ
れ
る
「
松
之
山
町
ふ
る
さ
と

三
年
度
の
一
般
会
計
．
岡
民
健
康
保
　
　
　
な
お
、
第
一
回
の
平
成
．
．
一
年
度
一
　
　
生
活
体
験
交
流
館
」
の
L
事
費
約
…

険
特
別
会
計
．
老
人
保
険
特
別
会
計
　
　
般
会
計
補
卍
♪
算
は
四
月
．
．
卜
六
日
　
　
億
七
r
万
円
が
増
え
た
か
ら
で
す
。

の
補
正
予
算
を
中
心
に
、
条
例
の
．
　
　
導
決
と
」
れ
、
町
道
の
災
害
復
旧
L
事
　
　
　
一
般
質
問
は
四
人
の
議
員
が
行
い

部
改
正
や
制
定
を
議
決
し
ま
し
た
。
　
　
費
四
七
四
万
六
r
円
を
申
心
に
、
六
　
　
ま
し
た
が
、
詳
し
く
は
議
会
だ
よ
り

　
ま
た
、
三
f
万
円
以
L
の
に
事
請
　
　
．
．
㎜
七
万
四
r
円
が
こ
の
議
会
で
承
認
　
　
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
土
木
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
松
H
中
央
線
外
二
卜
二
か
所
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
繕
工
事
　
　
　
一
〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
消
防
費

　
三
億
二
五
＝
二
万
九
千
円
を
追
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円
　
　
　
消
防
防
災
無
線
通
信
施
設
建
設
工

阻
麺
．
一
＋
憶
四
＝
、
六
万
一
一
千
▼
農
禁
産
萎
　
事
費
増
　
、
一
。
。
万
円

▼
総
務
費
　
　
・
ふ
ξ
藻
験
交
難
設
▼
警
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
　
一
億
六
五
六
四
万
一
千
円
　
　
o
松
之
山
町
史
印
刷
費

○
旧
浦
田
中
学
校
体
育
館
屋
根
…
圃
耳
替
　
　
○
野
々
海
天
水
越
線
改
良
工
事
　
　
　
　
　
二
二
〇
〇
冊
　
　
一
九
八
九
万
円

　
え
及
び
一
部
取
壊
し
工
事
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
m
　
　
八
〇
一
万
八
看
円

　
　
　
　
　
　
　
四
四
〇
万
円
　
¢
県
営
農
免
農
道
浦
田
地
区
負
担
金
　
　
▼
災
害
復
旧
費

▼
民
生
費
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
　
九
八
○
万
四
壬
円
　
。
北
浦
田
干
場
線
外
二
墾
拳
口
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
湯
山
地
区
区
画
整
理
工
事
費
増
　
　
　
　
費
　
　
　
　
　
　
四
五
五
〇
万
円

o
、
高
齢
者
福
祉
対
策
基
金
積
立
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
〇
万
円

町の選挙日程決まる

◎松之山町長及び松之山町議会議員
　一一般選挙

［
6
月
定
例
議
会

H
H

“
期

示
挙
告
選

1ζ成3年8月26H（月）

平成3年8月31H（ D
◎松之山町農業委員選挙

告示日
選挙期日

平成3年9月16H（月）

平成3年9月21日（土）

◎
町
道
湯
本
・
兎
目
線
の
局
部
改
良

　
に
喉
（
湯
山
地
内
・
、
、
四
〇
m
）

o
。
』
O
し
九
万
L
ト
円
で
㈱
高
橋
組

　
と
契
約

⑨
L
蝦
池
飲
料
水
供
給
施
設
建
設
［

質
（
管
延
長
四
｝
九
〇
㊤

Q
し
九
八
二
万
瓦
f
円
で
㈱
高
橋
組

と
契
約

⑨
卜
布
川
地
区
コ
ミ
．
一
了
r
イ
セ
ン

U
団
体
営
農
道
整
備
事
業
（
田
麦
立

地
区
農
道
改
良
に
事
・
四
丘
＝
、
m
）

り
．
．
二
四
、
万
κ
r
円
で
㈲
飯
塚
建

設
と
契
約

　◎　　o
ナ也1・月糸勺1／q建タ

八　・　1
四 二新

　四築
万 二 に

円m2事
で）＿
㈱
高
橋
組
と
契

鉄
骨
造
．
り
二
階

4

ー
お
O
l



5

趣一器一冨一一一一＝一一＝一一一一一＿一器＿＿一＝一盟＿＿＿＿一塾．壷＿＿瓢一＝＿器＿翠＿＿＿躍＿＿＿＿＿＿＿＿＿竃一＿沸

1　松之山町史発刊　　l
l　　　　　　　　　　　　　l
l　　豊かな自然と歴史がこの一冊こ　1
暫一窯一器一霊一調一＝一＝一＝一麗一認…一＝一…一器一認一一一2一瀦一認一一＝一…一｛一一器一一窟一認一翠一累一＝一＝一＝一＿一窪一驚一器＿一翼一＿窒＿一＿岬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　路

　　　　　　　　　　　　　　なり⊂）　いた遅のし　ん，ら・
　　　　　　　　　　　　　　ど変（1）完町めれ美ま看事始環町鉱之商町史出版記愈式典1勤能瞥再鞍・蕪業註1提
　　　　　　　　　　　　　　ままジた作さを催1うりよまて行
　　　　　　　　　　　　　　でせと松ろん、竃促約約うし’ i
　　　　　　　　　　　　　　にん他之うのびをさ 二やた昭卜

久保田好郎編集委員長に感謝状贈呈

ソフトな表紙で内容豊かな松之山町史

・
周
年
記
念
事
業
の

和
六
卜
．
↓
年
度
か

松
之
山
町
史
編
さ

く
完
f
し
ま
し
た

か
月
ほ
ど
遅
れ
て

れ
た
方
々
か
ら
矢

受
け
、
担
当
κ
は

る
と
と
も
に
、
新

感
心
の
高
さ
に
良

と
思
い
ま
し
た
。

山
町
史
は
約
一

の
町
村
史
と
あ
ま

が
、
外
箱
・
表
紙

例
の
な
い
体
裁
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
ビ
ア
も
各
h
鹸
（
－
口
鉄
川
編
は
各

節
）
ご
と
に
人
り
、
本
文
巾
で
も
、
涯

O
O
枚
を
超
え
る
写
真
が
使
川
さ
れ

て
い
圭
す
。

　
見
や
す
さ
と
読
み
や
す
さ
に
屯
点

を
置
き
、
さ
ら
に
保
存
に
適
し
た
中

性
紙
を
使
川
し
て
い
よ
す
。

　
た
っ
た
一
附
の
本
で
す
が
四
年
問

に
わ
た
る
地
道
な
調
査
と
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
よ
う
や

く
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
町
史
が
広
く
利
川
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
紙
面

を
借
り
て
お
礼
を
申
し
ト
．
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
編
さ
ん
室
職
員
一
同

　
六
月
－
「
κ
．
日
午
後
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
に
お
い
で
、
、
松
之
山
町
史
出

版
記
今
心
式
典
が
行
わ
れ
求
し
た
。

　
当
口
は
編
さ
ん
委
H
∵
監
修
呂
・

編
集
委
H
へ
・
調
査
執
筆
委
H
へ
・
唱
阪

社
な
ど
、
直
接
町
史
に
関
係
し
た
κ
．

－
ド
人
ほ
ど
が
佑
で
よ
り
出
阪
を
）
祝
い
圭

し
た
、

　
．
レ
約
者
へ
の
配
本
作
裳
も
六
月
卜

－
又
『
．
」
よ
衣
、
㌧
、
ノ
～
　
－
、
　
曳
謳
ノ
穴
犀
、
斗
ト
六

ノ
ド
ー
C
‘
糸
　

【
　
　
ん
ノ
耽
ー
ペ
と
し
＊
む

公
民
館
に
引
継
ぎ
長
し
た
。

　
ま
だ
部
数
が
あ
り
長
す
の
で
、
ほ

し
い
方
は
公
民
館
（
盈
六
ー
。
．
．
、
六

圧
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
ヤ
、
」
“
。

　
一
…
九
〇
〇
〇
円
で
す
。

お詫びと訂正
町史の一部に誤りがありましたので訂正します。

◎351頁写真4－6、352頁写真4－7の（）内説明

　く正＞　（松之山町歴史民俗資料館所蔵）

　＜誤＞　（小野塚正家所蔵）

◎巻未協力員名簿の平成二年、新山集落

　〈正＞山岸石雄　　く誤＞山岸石松

□
蜜
寒
議
墨
議
暑
暴
眉
］

　
平
成
一
．
一
年
度
の
六
月
建
例
議
会
が
　
　
負
契
約
附
係
で
は
、
L
蝦
池
飲
料
水
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
一
一
ト
H
開
催
さ
れ
、
卜
、
δ
議
　
　
供
給
施
設
建
設
L
事
な
ど
四
つ
の
［
　
　
　
第
一
．
回
の
一
般
会
計
補
止
弄
算
が

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
事
に
つ
い
て
、
契
約
内
容
を
確
認
し
　
　
大
型
に
な
っ
た
の
は
、
黒
倉
地
内
に

　
審
議
さ
れ
た
［
な
も
の
は
、
平
成
　
　
議
決
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
さ
れ
る
「
松
之
山
町
ふ
る
さ
と

三
年
度
の
一
般
会
計
．
岡
民
健
康
保
　
　
　
な
お
、
第
一
回
の
平
成
．
．
一
年
度
一
　
　
生
活
体
験
交
流
館
」
の
L
事
費
約
…

険
特
別
会
計
．
老
人
保
険
特
別
会
計
　
　
般
会
計
補
卍
♪
算
は
四
月
．
．
卜
六
日
　
　
億
七
r
万
円
が
増
え
た
か
ら
で
す
。

の
補
正
予
算
を
中
心
に
、
条
例
の
．
　
　
導
決
と
」
れ
、
町
道
の
災
害
復
旧
L
事
　
　
　
一
般
質
問
は
四
人
の
議
員
が
行
い

部
改
正
や
制
定
を
議
決
し
ま
し
た
。
　
　
費
四
七
四
万
六
r
円
を
申
心
に
、
六
　
　
ま
し
た
が
、
詳
し
く
は
議
会
だ
よ
り

　
ま
た
、
三
f
万
円
以
L
の
に
事
請
　
　
．
．
㎜
七
万
四
r
円
が
こ
の
議
会
で
承
認
　
　
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
土
木
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
松
H
中
央
線
外
二
卜
二
か
所
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
繕
工
事
　
　
　
一
〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
消
防
費

　
三
億
二
五
＝
二
万
九
千
円
を
追
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円
　
　
　
消
防
防
災
無
線
通
信
施
設
建
設
工

阻
麺
．
一
＋
憶
四
＝
、
六
万
一
一
千
▼
農
禁
産
萎
　
事
費
増
　
、
一
。
。
万
円

▼
総
務
費
　
　
・
ふ
ξ
藻
験
交
難
設
▼
警
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
　
一
億
六
五
六
四
万
一
千
円
　
　
o
松
之
山
町
史
印
刷
費

○
旧
浦
田
中
学
校
体
育
館
屋
根
…
圃
耳
替
　
　
○
野
々
海
天
水
越
線
改
良
工
事
　
　
　
　
　
二
二
〇
〇
冊
　
　
一
九
八
九
万
円

　
え
及
び
一
部
取
壊
し
工
事
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
m
　
　
八
〇
一
万
八
看
円

　
　
　
　
　
　
　
四
四
〇
万
円
　
¢
県
営
農
免
農
道
浦
田
地
区
負
担
金
　
　
▼
災
害
復
旧
費

▼
民
生
費
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
　
九
八
○
万
四
壬
円
　
。
北
浦
田
干
場
線
外
二
墾
拳
口
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
湯
山
地
区
区
画
整
理
工
事
費
増
　
　
　
　
費
　
　
　
　
　
　
四
五
五
〇
万
円

o
、
高
齢
者
福
祉
対
策
基
金
積
立
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
〇
万
円

町の選挙日程決まる

◎松之山町長及び松之山町議会議員
　一一般選挙

［
6
月
定
例
議
会

H
H

“
期

示
挙
告
選

1ζ成3年8月26H（月）

平成3年8月31H（ D
◎松之山町農業委員選挙

告示日
選挙期日

平成3年9月16H（月）

平成3年9月21日（土）

◎
町
道
湯
本
・
兎
目
線
の
局
部
改
良

　
に
喉
（
湯
山
地
内
・
、
、
四
〇
m
）

o
。
』
O
し
九
万
L
ト
円
で
㈱
高
橋
組

　
と
契
約

⑨
L
蝦
池
飲
料
水
供
給
施
設
建
設
［

質
（
管
延
長
四
｝
九
〇
㊤

Q
し
九
八
二
万
瓦
f
円
で
㈱
高
橋
組

と
契
約

⑨
卜
布
川
地
区
コ
ミ
．
一
了
r
イ
セ
ン

U
団
体
営
農
道
整
備
事
業
（
田
麦
立

地
区
農
道
改
良
に
事
・
四
丘
＝
、
m
）

り
．
．
二
四
、
万
κ
r
円
で
㈲
飯
塚
建

設
と
契
約

　◎　　o
ナ也1・月糸勺1／q建タ

八　・　1
四 二新

　四築
万 二 に

円m2事
で）＿
㈱
高
橋
組
と
契

鉄
骨
造
．
り
二
階

4
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　年金相談
現在の国民年金制度について、また国

民年金保険料の未納や追納について、厚

生年金被保険者証および年金手帳を2冊

以上持っている人、また昔、出稼ぎ等で

会社に勤めていたことのある人で、厚生

年金に加入していたか、またその期間を

調べてもらいたい人などどんな御相談で

も結構です。

　お気軽にお出でください。

　◎日　時　7月30日（火）

　　　　10時～3時まで
　◎場　所　役場2階会議室

　◎相談員　上越社会保険事務所から

　　　　1名および役場国民年金係

子
ど
も
は
い
つ
も
主
人
公

の
　
星
、

　
児
童
手
当
は
、
国
・
都
道
府
県
．

市
町
村
と
事
業
主
が
費
用
を
持
ち
あ
　
　
（

い
、
児
童
を
養
育
す
る
人
に
児
童
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
　
　
偉

に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の

社
会
を
に
な
う
児
童
の
健
全
な
育
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
児
童
手
当
を
う
け
ら
れ
る
人

　
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含
む

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養

育
し
て
い
る
方
で
、
収
入
が
一
定
の

額
未
満
の
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
児
童
手
当
の
額

♪）一

＼oぐ
全

鼠
撫皿 ●？’

黙譲，、器、、，…

’〇一lrl　隔、ノ、，

　討微藍

児
童
手
当

都
道
府
県
・
　
　
　
二
番
目
の
児
童
に
は
月
額
二
五
〇

用
を
持
ち
あ
　
　
O
円
、
三
番
目
以
降
の
児
童
に
は
、

人
に
児
童
手
　
　
一
人
に
つ
き
月
額
五
〇
〇
〇
円
が
義

よ
り
、
家
庭
　
　
務
教
育
就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

と
、
次
代
の
　
　
　
く
わ
し
く
は
役
場
年
金
係
ま
で

健
全
な
育
成
　
　
　
　
　
ダ
、

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

水道メーター検針月は5月・7月・9月・11月の年4回です

水道料金精算月は6月・8月・10月・12月の年4回です

精算月以外は基本料金プラス暫定量（大口消費者のみ〉となっています

ますます便利に越後湯沢直通バス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7／1～8／31

東京→越後湯沢→松之山

　　6月分水道料金の算出方法　　（家庭用1ケ月基本水量10㎡）

　　　　　　　　　　：離二1驚篇籍糠薩嚇

　　　　　　　　　　3。。㎡丁（而σ）†轟1』一（前年朋の検針）

　　　　　　　　　　　　　10m3×6ケ月分（1月～6月分）

　　　　　　　　　　　　　講、謡，馨、㌫覧黒、轟， ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿一［＿ ＿＿＿一‘＿4
　　　　　　　　　　　　　家庭用1ケ月基本料金（6月分）　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　超過1㎡185円×215㎡

　　　　　　　　　　　　　1ケ月51円（6月分）

！　　　　　　　　　　680円・6月分請求額
　　　　　　　　　　　ド　　　　　ユル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

※水道料金納入通知書兼領収書が毎月各家庭に送付されますので確認ください。

※不明な点がございましたら役場水道係まで連絡してください。

水
　
　
量
　
　
計
　
　
算

1 今回の検針 難メーター2 前回の検針 200m メーター

3 差引使用水量
　　丁
300㎡　（5月の

4 基　本　水　量 60m3 10m3×6

5 車斤　　　｛　　　　旦日　　　疋　　　．里 25m3 5m3×5

6 超　過　水　量 215m3 （差引使戸

厚
算

7
　　　一
基　　本　　料 1，854円 家庭用1

8 超　　過　　料 39，775円 超過1m

9 メーター使用料 51円

一
　
　1ケ月5

水　　道　　料　　金哩o円
6月分言ヨ

嚇
〃
一
　
『
　
｝
　

翻暮鯵

繍ら欝

繍し慶

副更欝

松之山→越後湯沢→東京

松之山温泉発 7二20
　　　一
15：20

松之山発 7二25 15：25

東　川　発 7：33 15：33

湯沢駅西口着 8：30 16：30

上越新幹線 とき406号 とき422号

越後湯沢駅発 8：49 16：58

大宮駅着 9：54 18：02

上野駅着 10：14 18：22

東京駅着 10：20 18：28

上越新幹線 とき451号 とき419号

東京駅発 7：52 15二40

上野駅発 7二58 15：46

大宮駅発 8：18 16：06
越後湯沢駅着 9：22 17：10
一』一一　－

湯沢駅西口発 9：30
　＿＿一一一
1 7：20

東　川　着 10：27 18：17

松之山着 10：35 18：25

松之山温泉着 10　：40 18二30

※町内の運行時刻と乗車場所については配布されたチラシや4月号の広報をご覧ください。

7月17日オープンノ

　●新潟

自泌霊
新潟のすべてがわかる新名所がオーズン

します。

新潟・黒崎インターチェンジのすぐそば

350台収容の大駐車場があります。

夏休みの家族旅行に、職場の旅行に、利

用してください。

料金　』大人500円　小中学生300円

〒950…11新潟県西蒲原郡黒崎町山田2307

TEL（025）230－3000FAX（025）230 一3390

　　　　　　　　　　　　　　麟利欝

皆さんが料理店・ベー・スナック・旅館等を利

羅1妻雛1総1欝翻帳騨
ました。

　◎飲食等　1人11・llにつき7，500円

　　　　　　　　　　（旧5，00ω【D
　◎宿泊等　1人1泊につき15，00（｝円

　　　　　　　　　　（旧10，000円）
また、納められた税金のうち吉が、地元市町村

に交付されます。

6
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　年金相談
現在の国民年金制度について、また国

民年金保険料の未納や追納について、厚

生年金被保険者証および年金手帳を2冊

以上持っている人、また昔、出稼ぎ等で

会社に勤めていたことのある人で、厚生

年金に加入していたか、またその期間を

調べてもらいたい人などどんな御相談で

も結構です。

　お気軽にお出でください。

　◎日　時　7月30日（火）

　　　　10時～3時まで
　◎場　所　役場2階会議室

　◎相談員　上越社会保険事務所から

　　　　1名および役場国民年金係
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児
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。
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収
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　討微藍

児
童
手
当

都
道
府
県
・
　
　
　
二
番
目
の
児
童
に
は
月
額
二
五
〇

用
を
持
ち
あ
　
　
O
円
、
三
番
目
以
降
の
児
童
に
は
、

人
に
児
童
手
　
　
一
人
に
つ
き
月
額
五
〇
〇
〇
円
が
義

よ
り
、
家
庭
　
　
務
教
育
就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

と
、
次
代
の
　
　
　
く
わ
し
く
は
役
場
年
金
係
ま
で

健
全
な
育
成
　
　
　
　
　
ダ
、

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

水道メーター検針月は5月・7月・9月・11月の年4回です

水道料金精算月は6月・8月・10月・12月の年4回です

精算月以外は基本料金プラス暫定量（大口消費者のみ〉となっています

ますます便利に越後湯沢直通バス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7／1～8／31

東京→越後湯沢→松之山

　　6月分水道料金の算出方法　　（家庭用1ケ月基本水量10㎡）

　　　　　　　　　　：離二1驚篇籍糠薩嚇

　　　　　　　　　　3。。㎡丁（而σ）†轟1』一（前年朋の検針）

　　　　　　　　　　　　　10m3×6ケ月分（1月～6月分）

　　　　　　　　　　　　　講、謡，馨、㌫覧黒、轟， ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿一［＿ ＿＿＿一‘＿4
　　　　　　　　　　　　　家庭用1ケ月基本料金（6月分）　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　超過1㎡185円×215㎡

　　　　　　　　　　　　　1ケ月51円（6月分）

！　　　　　　　　　　680円・6月分請求額
　　　　　　　　　　　ド　　　　　ユル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

※水道料金納入通知書兼領収書が毎月各家庭に送付されますので確認ください。

※不明な点がございましたら役場水道係まで連絡してください。

水
　
　
量
　
　
計
　
　
算

1 今回の検針 難メーター2 前回の検針 200m メーター

3 差引使用水量
　　丁
300㎡　（5月の

4 基　本　水　量 60m3 10m3×6

5 車斤　　　｛　　　　旦日　　　疋　　　．里 25m3 5m3×5

6 超　過　水　量 215m3 （差引使戸

厚
算

7
　　　一
基　　本　　料 1，854円 家庭用1

8 超　　過　　料 39，775円 超過1m

9 メーター使用料 51円

一
　
　1ケ月5

水　　道　　料　　金哩o円
6月分言ヨ

嚇
〃
一
　
『
　
｝
　

翻暮鯵

繍ら欝

繍し慶

副更欝

松之山→越後湯沢→東京

松之山温泉発 7二20
　　　一
15：20

松之山発 7二25 15：25

東　川　発 7：33 15：33

湯沢駅西口着 8：30 16：30

上越新幹線 とき406号 とき422号

越後湯沢駅発 8：49 16：58

大宮駅着 9：54 18：02

上野駅着 10：14 18：22

東京駅着 10：20 18：28

上越新幹線 とき451号 とき419号

東京駅発 7：52 15二40

上野駅発 7二58 15：46

大宮駅発 8：18 16：06
越後湯沢駅着 9：22 17：10
一』一一　－

湯沢駅西口発 9：30
　＿＿一一一
1 7：20

東　川　着 10：27 18：17

松之山着 10：35 18：25

松之山温泉着 10　：40 18二30

※町内の運行時刻と乗車場所については配布されたチラシや4月号の広報をご覧ください。

7月17日オープンノ

　●新潟

自泌霊
新潟のすべてがわかる新名所がオーズン

します。

新潟・黒崎インターチェンジのすぐそば

350台収容の大駐車場があります。

夏休みの家族旅行に、職場の旅行に、利

用してください。

料金　』大人500円　小中学生300円

〒950…11新潟県西蒲原郡黒崎町山田2307

TEL（025）230－3000FAX（025）230 一3390

　　　　　　　　　　　　　　麟利欝

皆さんが料理店・ベー・スナック・旅館等を利

羅1妻雛1総1欝翻帳騨
ました。

　◎飲食等　1人11・llにつき7，500円

　　　　　　　　　　（旧5，00ω【D
　◎宿泊等　1人1泊につき15，00（｝円

　　　　　　　　　　（旧10，000円）
また、納められた税金のうち吉が、地元市町村

に交付されます。
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i日

　見て見て！

釣れちゃっナニ

三
省
小
で
落
語
会

　
，
／
ー
ー
－
八
口
午
後
、
口
．
．
省
小
学

校
体
六
目
館
で
本
格
的
な
臣
洛
語
会
が
あ

り
髭
し
た
、

　
出
演
者
は
、
人
船
亭
扇
海
・
北
り
．

寿
代
・
壷
川
龍
志
の
．
．
．
人
で
し
た
。

　
人
船
．
菖
工
扇
海
さ
ん
は
現
在
．
．
ツ
目

で
、
落
語
で
会
場
を
笑
わ
せ
た
あ
ヒ
、

隠
し
臣
．
バ
と
も
い
え
る
、
夫
を
待
つ
妻

の
仕
草
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
演
じ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
北
見
寿
代
さ
ん
は
落
語
家
で
は
な

く
、
r
晶
や
南
京
K
す
だ
れ
を
得
意

と
す
る
奇
術
師
で
す
。

　
会
場
の
r
拍
．
r
に
あ
わ
ぴ

て
、
独

特
の
語
り
と
南
京
K
ナ
た
れ
を
器
川

に
操
り
、
　
い
ろ
い
ろ
な
形
を
作
っ
て

く
れ
長
し
た
．

　
ま
た
、
お
椀
と
．
L
の
F
届
も
見
事

で
、
消
え
た
、
り
出
た

り
の
に
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
下
思
．
，
戦
で
し
た
。

　
ヴ
川
龍
志
き

ん
は
真
封
ち
で
、
観

客
を
最
後
圭
で
引
き
ノ
け
る
話
術
は

．
流
で
し
た
。

　
娯
楽
の
少
な
い
松
之
由
町
に
も
、

こ
の
よ
う
な
ガ
た
ち
が
人
勢
来
て
く

れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

女性より女性らしい仕草で

　　　　　　観客を沸かせました

8

鰐
b

稀
函

絵

　
杣
雨
人
り
直
後
の
六
月
卜
．
．
日
午

後
、
戚
川
小
学
校
令
．
児
竜
に
柔
る
鯉

つ
り
人
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
場
所
は
束
川
小
プ
ー
ル
で
、
冬
期

問
プ
ー
ル
に
人
れ
て
お
い
た
鯉
を
太

公
望
気
分
で
釣
っ
て
い
芸
し
た
。

　
目
頃
か
ら
釣
を
楽
し
ん
で
い
る
・
r

供
た
ち
は
コ
ツ
を
知
っ
て
い
る
の
で
、

次
々
に
鯉
を
釣
L
げ
て
い
表
し
た
が
、

あ
ま
り
経
験
の
な
い
チ
供
た
ち
は
四

苫
八
苫
し
な
が
ら
釣
糸
を
唯
．
れ
て
い

ま
し
た
。 2

鯉
つ
り
大
会
は
大
に
ぎ
わ

，
♪
．

　
女
た
、
高
学
年
・
が
低
学
年
の
エ
ナ

を
つ
け
た
り
釣
り
方
の
指
導
を
し
た

り
と
、
小
さ
い
学
校
な
ら
で
ほ
の
良

さ
も
あ
り
長
し
た
。

　
川
意
さ
れ
た
ボ
リ
バ
ヶ
ツ
に
は
ト

セ
ン
チ
前
後
の
鯉
が
泳
ぎ
玄
わ
り
、

釣
れ
る
た
び
に
．
r
供
た
ち
の
歓
声
が

山
々
に
響
き
ま
し
た
。

　
先
牛
万
も
．
r
供
た
ち
と
い
っ
し
L

に
釣
り
ま
し
た
が
、
釣
り
好
き
の
校

長
先
生
は
さ
す
が
に
う
ま
く
、
ボ
リ

バ
ケ
ツ
も
ア
ッ
と
い
う
長
に
．
杯
に

い

な
り
ま
し
た
。

　
約
．
．
時
問
で
ト
匹
位
釣
っ
た
子
供

も
い
て
、
お
圧
い
に
何
匹
釣
っ
た
か

見
せ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
釣
ら
れ
た
鯉
は
チ
供
た
ち
が
家
に

持
ら
帰
え
り
、
池
や
水
槽
で
元
気
に

泳
い
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
鯉
が
い
な
く
な
っ
た
プ
ー
ル
は
き

れ
い
に
清
掃
さ
れ
、
．
f
供
た
ち
が
黒

鯉
に
負
け
な
い
ほ
ど
亘
ハ
っ
黒
に
な
っ

て
泳
い
で
い
ま
す
。

3
親
子
で
楽
し
く
の
び
の
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
で
も
気
軽
に
で
き
る
体
力
つ
く
り

　
六
月
二
十
一
日
の
夜
ヒ
時
か
ら
、

町
民
体
育
館
で
“
お
父
さ
ん
と
一
緒

に
体
力
つ
く
り
”
が
行
わ
れ
、
約
、
κ

卜
組
の
親
．
r
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
体
力
つ
く
り
の
指
導
を
し
て
く
れ

た
先
生
は
、
浦
川
．
原
村
教
育
委
員
会

に
勤
務
す
る
冨
坂
一
．
長
先
生
で
す
。

　
先
生
は
咋
年
も
指
導
し
て
く
れ
、

顔
な
じ
み
の
人
た
ち
が
多
か
っ
た
の

で
気
楽
に
声
を
か
け
な
が
ら
指
導
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
の
腕
に
ぶ
ら
さ
が
り
ブ

ラ
ン
コ
を
し
た
り
、
肩
市
を
し
て
も

ら
っ
た
り
と
．
r
供
た
ち
は
大
喜
び
で

し
た
、

　
お
父
さ
ん
は
．
r
供
を
．
肩
に
の
せ
走

っ
た
り
、
お
馬
さ
ん
に
な
っ
た
り
と

一
生
懸
命
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
お
父
さ
ん
一
人
で
．
小
供
を

．
二
人
つ
れ
て
き
た
人
も
い
て
、
終
わ

る
頃
に
は
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て

し
ま
し
た
、

　
お
母
さ
ん
た
ち
の
参
加
も
多
く
、

お
父
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
力
い
っ

ば
い
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
．
r
供
を
」
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
す
る
運
動
が
あ
り
、
最
初

怖
が
っ
て
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
．
r
供

も
、
お
父
さ
ん
た
ち
の
腕
力
に
安
心

し
た
の
か
ニ
コ
ニ
『
コ
し
て
い
ま
し
た
。

　
ヘ
ノ
回
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
運
動

は
家
の
中
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
．
r

供
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
ブ
を
は
か
る
た

め
に
も
ぜ
ひ
実
行
し
．
乱
く
だ
さ
い
。

お父さんとお母さんで子供の

　　　　　　　　　キャッチボール

、

　
　
と超

　
　
　
も
嬉瓠
軽

松里地区簡易水道の浄水場を見学

4
水
の
作
り
方
お
し
え
て

　
六
月
し
日
午
後
、
浦
田
小
学
校
と

東
川
小
学
校
の
四
年
生
が
、
天
水
越

に
あ
る
松
塑
．
地
区
簡
易
水
道
の
浄
水

場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
．
）
れ
は
社
会
科
の
授
業
の
一
つ
で
、

、
界
し
に
密
着
し
た
施
設
を
見
幽
．
r
し
な

が
ら
幽
子
ぽ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
浄
水
場
見
学
の
前
に
、
津
南
町
に

あ
る
ゴ
ミ
処
理
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
年
々
増
加
す
る
ゴ
ミ
の
処
理
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
．
r
供

た
ち
も
今
回
の
見
学
で
、
．
コ
3
、
処
理

の
難
し
ヤ
．
」
や
人
変
さ
が
わ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
浄
水
場
て
は
役
場
の
水
道
係
の
方

か
ら
説
明
を
う
け
、
初
め
て
見
る
没

備
に
感
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
見
隅
．
r
が
終
わ
る
と
水
道
係
の
方
に

次
々
と
質
問
し
、
答
え
を
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
質
問
の
中
に
は
．
ど
う
し
て
東
川

に
は
水
道
が
な
い
の
」
と
い
う
厳
し

い
質
問
が
あ
り
、
水
道
係
の
方
も
返

答
に
困
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
冬
期
間
で
も
検
査
．
の
た
め

毎
日
湾
水
場
に
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
、
水
に
病
原
菌
が
人
ら
な

い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
苫
労
話
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
暑
さ
も
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

　
水
の
使
用
料
も
グ
ン
グ
ン
増
え
ま

す
が
、
浄
水
能
力
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
の
で
節
氷
に
、
こ
協
力
く
だ
さ
い
。
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に
響
き
ま
し
た
。

　
先
牛
万
も
．
r
供
た
ち
と
い
っ
し
L

に
釣
り
ま
し
た
が
、
釣
り
好
き
の
校

長
先
生
は
さ
す
が
に
う
ま
く
、
ボ
リ

バ
ケ
ツ
も
ア
ッ
と
い
う
長
に
．
杯
に

い

な
り
ま
し
た
。

　
約
．
．
時
問
で
ト
匹
位
釣
っ
た
子
供

も
い
て
、
お
圧
い
に
何
匹
釣
っ
た
か

見
せ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
釣
ら
れ
た
鯉
は
チ
供
た
ち
が
家
に

持
ら
帰
え
り
、
池
や
水
槽
で
元
気
に

泳
い
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
鯉
が
い
な
く
な
っ
た
プ
ー
ル
は
き

れ
い
に
清
掃
さ
れ
、
．
f
供
た
ち
が
黒

鯉
に
負
け
な
い
ほ
ど
亘
ハ
っ
黒
に
な
っ

て
泳
い
で
い
ま
す
。

3
親
子
で
楽
し
く
の
び
の
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
で
も
気
軽
に
で
き
る
体
力
つ
く
り

　
六
月
二
十
一
日
の
夜
ヒ
時
か
ら
、

町
民
体
育
館
で
“
お
父
さ
ん
と
一
緒

に
体
力
つ
く
り
”
が
行
わ
れ
、
約
、
κ

卜
組
の
親
．
r
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
体
力
つ
く
り
の
指
導
を
し
て
く
れ

た
先
生
は
、
浦
川
．
原
村
教
育
委
員
会

に
勤
務
す
る
冨
坂
一
．
長
先
生
で
す
。

　
先
生
は
咋
年
も
指
導
し
て
く
れ
、

顔
な
じ
み
の
人
た
ち
が
多
か
っ
た
の

で
気
楽
に
声
を
か
け
な
が
ら
指
導
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
の
腕
に
ぶ
ら
さ
が
り
ブ

ラ
ン
コ
を
し
た
り
、
肩
市
を
し
て
も

ら
っ
た
り
と
．
r
供
た
ち
は
大
喜
び
で

し
た
、

　
お
父
さ
ん
は
．
r
供
を
．
肩
に
の
せ
走

っ
た
り
、
お
馬
さ
ん
に
な
っ
た
り
と

一
生
懸
命
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
お
父
さ
ん
一
人
で
．
小
供
を

．
二
人
つ
れ
て
き
た
人
も
い
て
、
終
わ

る
頃
に
は
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て

し
ま
し
た
、

　
お
母
さ
ん
た
ち
の
参
加
も
多
く
、

お
父
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
力
い
っ

ば
い
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
．
r
供
を
」
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
す
る
運
動
が
あ
り
、
最
初

怖
が
っ
て
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
．
r
供

も
、
お
父
さ
ん
た
ち
の
腕
力
に
安
心

し
た
の
か
ニ
コ
ニ
『
コ
し
て
い
ま
し
た
。

　
ヘ
ノ
回
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
運
動

は
家
の
中
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
．
r

供
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
ブ
を
は
か
る
た

め
に
も
ぜ
ひ
実
行
し
．
乱
く
だ
さ
い
。

お父さんとお母さんで子供の

　　　　　　　　　キャッチボール

、

　
　
と超

　
　
　
も
嬉瓠
軽

松里地区簡易水道の浄水場を見学

4
水
の
作
り
方
お
し
え
て

　
六
月
し
日
午
後
、
浦
田
小
学
校
と

東
川
小
学
校
の
四
年
生
が
、
天
水
越

に
あ
る
松
塑
．
地
区
簡
易
水
道
の
浄
水

場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
．
）
れ
は
社
会
科
の
授
業
の
一
つ
で
、

、
界
し
に
密
着
し
た
施
設
を
見
幽
．
r
し
な

が
ら
幽
子
ぽ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
浄
水
場
見
学
の
前
に
、
津
南
町
に

あ
る
ゴ
ミ
処
理
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
年
々
増
加
す
る
ゴ
ミ
の
処
理
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
．
r
供

た
ち
も
今
回
の
見
学
で
、
．
コ
3
、
処
理

の
難
し
ヤ
．
」
や
人
変
さ
が
わ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
浄
水
場
て
は
役
場
の
水
道
係
の
方

か
ら
説
明
を
う
け
、
初
め
て
見
る
没

備
に
感
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
見
隅
．
r
が
終
わ
る
と
水
道
係
の
方
に

次
々
と
質
問
し
、
答
え
を
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
質
問
の
中
に
は
．
ど
う
し
て
東
川

に
は
水
道
が
な
い
の
」
と
い
う
厳
し

い
質
問
が
あ
り
、
水
道
係
の
方
も
返

答
に
困
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
冬
期
間
で
も
検
査
．
の
た
め

毎
日
湾
水
場
に
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
、
水
に
病
原
菌
が
人
ら
な

い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
苫
労
話
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
暑
さ
も
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

　
水
の
使
用
料
も
グ
ン
グ
ン
増
え
ま

す
が
、
浄
水
能
力
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
の
で
節
氷
に
、
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

9
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総
合
検
診
受
け
ま
し
た
か
？

　
六
月
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ら
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．
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長
で
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κ
H
問
、
町
民
体
育
館
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び
，
H
然

休
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村
セ
ン
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i
．
で
町
総
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検
診
が

行
わ
れ
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し
た
。

　
こ
の
総
合
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は
ミ
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人
問
ド
ッ

ク
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
設
備
が
整
い
、

最
新
鋭
の
検
診
測
定
機
器
を
使
用
し

て
い
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す
。

　
健
康
へ
の
感
心
が
年
々
高
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
比
例
す
る
よ
う
に
検

へ
ρ
の
’
受
湊
一
玄
ト
も
h
尚
く
な
っ
．
て
い
玄
す
、

　
今
年
の
受
診
率
は
約
八
ト
ハ
ー
セ

ン
ト
で
、
県
内
で
も
ト
ッ
ブ
ク
ラ
ス

梅
雨
を
吹
飛
ば
せ
！
健
康
マ
ラ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
‘
　
　
　
J
i
し

，
六
月
二
十
九
n
午
後
、
巳
之
．
卜
線

人
目
を
出
発
点
と
し
た
健
康
マ
ラ
ソ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
心
配
さ
れ
た
．
大
候
も
ス
タ
ー
ト
す

る
頃
に
は
青
兜
、
が
出
て
き
て
、
絶
好

の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
一
．
丁
時
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
前
で
開
会
式
と
準
備
体
操
を
行
い
、

小
さ
い
予
供
た
ち
や
お
母
さ
ん
方
の

一
キ
ロ
の
部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
　
お
母
さ
ん
に
ヂ
を
引
か
れ
た
．
r
供

や
、
逆
に
お
母
さ
ん
の
r
を
引
っ
は

っ
て
ゴ
ー
ル
す
る
．
r
供
も
い
虫
し
た
。

　
小
学
校
低
学
年
か
ら
ニ
キ
ロ
に
な

り
、
い
っ
し
L
に
走
っ
た
先
生
と
激

し
い
デ
ツ
ト
ヒ
ー
ト
を
演
じ
て
い
虫

し
た
。

　
高
学
年
に
な
る
と
さ
す
が
に
早
く
、

ト
ッ
プ
を
走
る
．
r
供
は
中
学
生
と
大

差
な
い
タ
イ
ム
で
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
は
約
一
．
一
五
〇
人
で
、

各
部
門
の
一
位
に
な
っ
た
入
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ン

　　　▼　　　　　▼　　　　　▼　　　　　▼
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こ
壷
置
し
て
い
玄
す
。

　
長
セ
、
ガ
ン
，
r
坊
の
た
め
に
胃
ガ

ン
検
診
・
．
r
宮
ガ
ン
検
診
を
、
受
け
る

乃
が
人
幅
に
増
加
し
長
し
た
，

　
咋
年
と
比
較
す
る
と
、
胃
ガ
ン
検

診
よ
し
川
川
人
か
ら
瓦
O
O
人
へ
、

．
r
宮
ガ
ン
検
診
は
．
．
八
O
人
か
ら
、
、

，
．
p
、
人
へ
と
増
え
て
い
長
す
。

　
胃
ガ
ン
検
診
の
受
汰
．
膨
者
が
増
え
た

の
は
、
個
入
別
に
時
問
を
指
定
し
て

待
ら
時
問
が
短
く
な
っ
た
．
｝
と
と
、

陶
民
の
皆
さ
ん
が
恐
ろ
し
い
ガ
ン
を

坊
ぐ
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
い
か
に
亜
．
要
で
あ
る
か
わ
か
っ
て

き
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
月
九
目
・
ト
一
目
・
卜
六
日
の

午
後
、
時
か
ら
．
．
時
長
で
、
自
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
で
乳
ガ
ン
検
診
が
あ

り
圭
す
の
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
検
八
汐
の
結
果
に
つ
い
て
は

で
き
る
だ
け
早
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
卜
越
検
査
セ
ン
タ
ー

で
分
、
析
作
業
を
進
め
て
い
気
す
の
で
、

も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
た
き
た

㌧
と
地
し
ま
り

10

1蓄

げ
転
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学校低学年のスタート

　　6月の
　フオト
ニュース

8
7若葉会の皆さん

第
二
回
若
葉
会
舞
踊
発
表
会

量事な舞踊を麟し東
京
松
之
山
会
設
立

六
月
九
H
午
後
、
東
京
四
谷
り
L

婦
会
館
で
、
来
京
松
之
由
会
の
設
。
粍

記
念
人
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
校
区
ご
と
の
会
は
あ
り
よ
し
た

が
、
松
之
山
町
出
身
κ
全
体
の
会
は

今
ま
で
に
な
！
＼
当
H
出
席
さ
れ
た

各
会
の
会
．
長
さ
ん
方
か
ら
、
親
と
も

い
え
る
東
京
松
之
由
会
が
で
き
た
こ

と
は
頼
も
し
い
と
祝
福
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

松之山甚句でフィナーレ

　
地
．
兀
松
之
由
か
ら
は
町
長
．
議
．
長

議
員
な
ど
、
一
レ
名
近
く
が
出
席
し
、

な
つ
か
し
い
〃
々
と
楽
し
そ
う
に
歓

淡
し
て
い
表
し
た
。

　
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
人
の
輪
が
で

き
、
．
酊
会
を
喜
ぶ
人
・
お
．
往
い
を
紹

介
し
あ
う
人
な
ど
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
で
し
た
。

　
松
之
山
と
東
京
を
結
ぶ
こ
の
会
が

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
ね
。

　
』
￥
1
・
．
卜
．
・
．
i
．
卜
舟
卜
貯
よ
り
、

　
ノ
ノ
蹴
　
　
　
　
　
　
■
［
ノ
　
　
、
ー
　

　
！

町
民
体
育
館
で
第
二
回
若
葉
会
舞
踊

発
表
会
が
開
催
さ
れ
虫
し
た
。

　
会
場
に
は
κ
O
O
人
ほ
ど
の
観
客

が
集
ま
り
、
農
閑
期
の
一
日
を
楽
し

く
幽
し
よ
し
た
。

　
湯
・
川
神
楽
で
幕
が
開
き
、
舞
踊
．

民
謡
な
ど
κ
レ
以
L
の
出
し
物
が
あ

　
　
　
ロ
の

り
ま
し
六

　
若
栗
会
は
兼
坂
流
舞
踊
な
の
で
、

東
京
か
ら
も
兼
坂
蒔
笈
代
先
生
を
始

め
、
兼
坂
流
師
範
の
四
人
の
方
々
も

芋
蛸
H
寅
し
圭
し
た
，

才
レ
ー
量
v
￥

　
兼
坂
先
生
は
口
本
舞
踊
の
先
生
で

も
あ
る
の
で
、
情
緒
典
凱
か
な
．
潮
来

あ
や
め

を
舞
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
観
客
も
．

曲
ご
と
に
大
き
な
拍
手

を
し
、
出
演
者
も
見
事
な
舞
踊
や
民

謡
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
客
か
ら
花
束
を
も
ら
う

人
や
、
粉
小
か
駆
を
も
ら
う
人
な
ど

芸
能
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
を
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
．
史
が
若
干
あ
り

圭
し
た
が
、
予
定
ど
お
り
午
後
三
時

、
“
こ
よ
冬
．
～
し
ま
し
た
。

ヒ
　
o
‘
皇
小
、

　
－
「
月
に
は
芸
能
祭
が
あ
り
ま
す
の

て
、
そ
ち
ら
で
も
見
事
な
舞
踊
や
民

、
諸
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　、》ぴ　……＿　　＿瞬
一一＿＿

東京松之山会創立濡

お祝のあいさつをする佐藤町議会議長
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生
と
激

し
い
デ
ツ
ト
ヒ
ー
ト
を
演
じ
て
い
虫

し
た
。

　
高
学
年
に
な
る
と
さ
す
が
に
早
く
、

ト
ッ
プ
を
走
る
．
r
供
は
中
学
生
と
大

差
な
い
タ
イ
ム
で
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
は
約
一
．
一
五
〇
人
で
、

各
部
門
の
一
位
に
な
っ
た
入
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ン

　　　▼　　　　　▼　　　　　▼　　　　　▼
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こ
壷
置
し
て
い
玄
す
。

　
長
セ
、
ガ
ン
，
r
坊
の
た
め
に
胃
ガ

ン
検
診
・
．
r
宮
ガ
ン
検
診
を
、
受
け
る

乃
が
人
幅
に
増
加
し
長
し
た
，

　
咋
年
と
比
較
す
る
と
、
胃
ガ
ン
検

診
よ
し
川
川
人
か
ら
瓦
O
O
人
へ
、

．
r
宮
ガ
ン
検
診
は
．
．
八
O
人
か
ら
、
、

，
．
p
、
人
へ
と
増
え
て
い
長
す
。

　
胃
ガ
ン
検
診
の
受
汰
．
膨
者
が
増
え
た

の
は
、
個
入
別
に
時
問
を
指
定
し
て

待
ら
時
問
が
短
く
な
っ
た
．
｝
と
と
、

陶
民
の
皆
さ
ん
が
恐
ろ
し
い
ガ
ン
を

坊
ぐ
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
い
か
に
亜
．
要
で
あ
る
か
わ
か
っ
て

き
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
月
九
目
・
ト
一
目
・
卜
六
日
の

午
後
、
時
か
ら
．
．
時
長
で
、
自
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
で
乳
ガ
ン
検
診
が
あ

り
圭
す
の
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
検
八
汐
の
結
果
に
つ
い
て
は

で
き
る
だ
け
早
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
卜
越
検
査
セ
ン
タ
ー

で
分
、
析
作
業
を
進
め
て
い
気
す
の
で
、

も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
た
き
た

㌧
と
地
し
ま
り

10

1蓄

げ
転

．
．
」

船
響
㌧

　1▽．

学校低学年のスタート

　　6月の
　フオト
ニュース

8
7若葉会の皆さん

第
二
回
若
葉
会
舞
踊
発
表
会

量事な舞踊を麟し東
京
松
之
山
会
設
立

六
月
九
H
午
後
、
東
京
四
谷
り
L

婦
会
館
で
、
来
京
松
之
由
会
の
設
。
粍

記
念
人
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
校
区
ご
と
の
会
は
あ
り
よ
し
た

が
、
松
之
山
町
出
身
κ
全
体
の
会
は

今
ま
で
に
な
！
＼
当
H
出
席
さ
れ
た

各
会
の
会
．
長
さ
ん
方
か
ら
、
親
と
も

い
え
る
東
京
松
之
由
会
が
で
き
た
こ

と
は
頼
も
し
い
と
祝
福
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

松之山甚句でフィナーレ

　
地
．
兀
松
之
由
か
ら
は
町
長
．
議
．
長

議
員
な
ど
、
一
レ
名
近
く
が
出
席
し
、

な
つ
か
し
い
〃
々
と
楽
し
そ
う
に
歓

淡
し
て
い
表
し
た
。

　
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
人
の
輪
が
で

き
、
．
酊
会
を
喜
ぶ
人
・
お
．
往
い
を
紹

介
し
あ
う
人
な
ど
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
で
し
た
。

　
松
之
山
と
東
京
を
結
ぶ
こ
の
会
が

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
ね
。

　
』
￥
1
・
．
卜
．
・
．
i
．
卜
舟
卜
貯
よ
り
、

　
ノ
ノ
蹴
　
　
　
　
　
　
■
［
ノ
　
　
、
ー
　

　
！

町
民
体
育
館
で
第
二
回
若
葉
会
舞
踊

発
表
会
が
開
催
さ
れ
虫
し
た
。

　
会
場
に
は
κ
O
O
人
ほ
ど
の
観
客

が
集
ま
り
、
農
閑
期
の
一
日
を
楽
し

く
幽
し
よ
し
た
。

　
湯
・
川
神
楽
で
幕
が
開
き
、
舞
踊
．

民
謡
な
ど
κ
レ
以
L
の
出
し
物
が
あ

　
　
　
ロ
の

り
ま
し
六

　
若
栗
会
は
兼
坂
流
舞
踊
な
の
で
、

東
京
か
ら
も
兼
坂
蒔
笈
代
先
生
を
始

め
、
兼
坂
流
師
範
の
四
人
の
方
々
も

芋
蛸
H
寅
し
圭
し
た
，

才
レ
ー
量
v
￥

　
兼
坂
先
生
は
口
本
舞
踊
の
先
生
で

も
あ
る
の
で
、
情
緒
典
凱
か
な
．
潮
来

あ
や
め

を
舞
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
観
客
も
．

曲
ご
と
に
大
き
な
拍
手

を
し
、
出
演
者
も
見
事
な
舞
踊
や
民

謡
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
客
か
ら
花
束
を
も
ら
う

人
や
、
粉
小
か
駆
を
も
ら
う
人
な
ど

芸
能
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
を
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
．
史
が
若
干
あ
り

圭
し
た
が
、
予
定
ど
お
り
午
後
三
時

、
“
こ
よ
冬
．
～
し
ま
し
た
。

ヒ
　
o
‘
皇
小
、

　
－
「
月
に
は
芸
能
祭
が
あ
り
ま
す
の

て
、
そ
ち
ら
で
も
見
事
な
舞
踊
や
民

、
諸
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　、》ぴ　……＿　　＿瞬
一一＿＿

東京松之山会創立濡

お祝のあいさつをする佐藤町議会議長
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，
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歴
史
ど
地
名

L．
＿．

　
町
の
西
部
、
渋
海
川
支
流
樋
田
川

の
両
岸
に
位
置
す
る
。

　
昭
和
瓦
卜
四
年
、
樋
旧
と
崩
田
の

両
集
落
が
合
併
し
豊
…
と
な
り
、
集

落
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
東
浦
田
村
・
西

行
目
寸
．
ヒ
行
門
寸
）
＝
．
ク
）
～
“
、

詐
f
季
　
－
涌
ー
季
0

；
σ
ト
カ

こ
の
集
落
を
構
成
し
て
い
た
。

　
樋
田
川
右
岸
地
区
は
東
浦
田
村
、

左
岸
地
区
は
西
・
北
浦
川
村
の
一
部

と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
、
崩
田
地

区
は
三
村
が
競
っ
て
開
発
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
浦
田
の
各
村

々
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
た
と
旧
心

わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
境
界
が
は
っ
き
り
し

な
い
の
は
、
明
治
六
（
一
八
七
。
じ

年
に
浦
田
地
．
区
の
七
か
村
が
合
併
し
、

浦
田
村
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に

町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の

村
が
大
｛
．
†
と
い
う
単
位
に
な
っ
た
。

　
も
し
、
明
治
六
年
に
浦
田
地
区
の

七
か
村
合
併
が
な
け
れ
ば
、
現
在
の

人
｛
．
r
浦
田
は
江
、
戸
田
代
の
し
つ
の
村

名
（
束
浦
川
・
西
浦
川
・
北
浦
川
・

南
浦
田
新
田
・
中
』
）
．
山
新
田
・
本
山

勧
旧
・
藤
原
析
．
唐
が
丞
．
亡
こ
．
礼

残
っ
た
こ
と
に
な
ろ
。

　
浦
川
地
区
の
歴
史
夕
．
調
べ
る
う
え

で
、
　
．
」
の
、
大
｛
．
r
制
”
が
井
マ
冨
に
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
地
す
べ
り
の
常
習
地
帯
で
あ

り
、
昭
和
．
．
一
卜
七
年
の
春
に
は
函
”

で
人
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
、

、
．
一
棟
が
移
転
、
被
害
額
も
八
七
七
万

円
に
達
し
た
。

　
現
在
鼻
亡
池
表
で
の
林
道
ド
』
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
お
国
八
卜
八
、
番
、

薬
師
堂
の
金
精
．
石
仏
群
と
と
も
に
観

光
．
面
で
脚
光
を
あ
び
て
い
る
。

た
び
多
度
津
に
菅
い
た
、

　
．
〕
の
問
『
毎
日
四
ト
ー
冒
ズ
ー
ト
庄

午
．
歩
く
レ
㌧
い
う
皿
健
脚
ぶ
り
で
あ
っ
た
、

　
口
膝
助
は
ん
月
卜
在
目
前
後
に
無
事

帰
怨
巳
し
、
仏
へ
の
服
因
心
威
僧
謝
か
ら
お

国
八
卜
八
溢
の
建
立
を
．
建
願
し
た
、

　
臼
騰
助
は
多
／
＼
の
人
々
の
協
’
刀
を
四
口

て
、
、
文
政
六
年
・
か
ら
八
臼
に
か
け
で

次
々
に
仏
像
を
建
存
し
た
．

　
．
閣
の
四
国
八
卜
八
番
．
遍
路
は
今
日

お
国
八
＋
入
番

　
文
政
四
（
一
八
一
．
一
）
年
、
豊
田

の
高
沢
藤
助
は
四
国
八
レ
八
番
巡
打

を
発
願
、
一
．
月
一
日
に
村
を
川
ヴ
し

て
伊
勢
に
詣
で
、
．
』
月
レ
川
H
川
q

の
多
度
津
（
香
川
県
）
に
着
い
た
。

　
そ
の
後
は
徳
島
・
高
知
。
愛
媛
と

四
国
を
一
巡
し
、
四
月
卜
九
日
ふ
た

で
も
b
わ
淑
て
お
り
、
観
光
バ
ス
な

ど
、
『
し
容
易
に
巡
拝
で
き
る
。

　
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
は
相
当
な

路
銀
が
必
要
で
あ
り
、
数
か
月
を
．
要

す
る
長
旅
で
あ
っ
た
。

　
り
一
、
．
．
て
在
所
に
居
な
が
ら
、
遍
路

レ
‘
、
同
じ
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
い
う
お

国
八
卜
八
．
番
が
各
地
に
作
ら
れ
た
。

　
曲
．
焼
田
の
お
国
八
卜
八
斎
も
そ
の
う

ち
の
一
つ
で
あ
る
。

N
　両簸

　
　
　
、
継
タ
‘
庸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅譲饗琶鰻灘ア』懸欝賑蕪

　　　江戸時代後期、庶民、の厚い信仰心によって

　　　　　　　　　　　　　建立されたお国八十八番

薬
師
堂
と

ー
1
」

　
崩
田
に
廃
堂
と
な
っ
た
薬
師
堂
が

あ
り
、
そ
の
堂
の
柱
に
は
鹿
児
島
城

．
卜
生
ま
れ
の
修
験
者
の
名
前
が
墨
書

き
さ
れ
て
い
る
。

　
藻
師
堂
の
建
立
年
月
・
本
寺
名
も

．
杢
詳
だ
が
、
境
内
に
残
さ
れ
た
石
祠

や
金
精
石
仏
群
か
ら
厚
い
信
仰
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
金
精
石
仏
群
は
、
男
根
を
抱

い
た
光
背
型
の
観
音
像
が
三
基
、
男

根
像
が
四
基
。
、
そ
の
う
ち
の
一
基
に

は
観
音
像
が
線
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
大
き
さ
は
一
、
一
ト
～
四
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
と
小
振
り
で
あ
る
。

　
残
八
，
心
な
こ
と
に
、
造
立
年
代
や
信

仰
目
的
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　
お
そ
ら
く
チ
授
け
や
夫
婦
和
合
を

日
的
と
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
男
根

を
抱
く
観
音
像
は
非
常
に
珍
し
い
。

　
性
信
仰
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

豊
か
な
生
産
力
の
象
徴
と
し
て
占
く

か
ら
信
仰
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
金
精
石
仏
群
も
道
祖
神
の
一

変
種
と
し
た
場
合
、
五
穀
豊
穣
。
悪

霊
や
疫
病
の
侵
入
阻
止
が
目
的
だ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
見
る
者
を
楽
し
く
さ
せ
る
金
精
．
石

仏
群
は
、
後
世
に
伝
え
た
い
貴
重
な

民
俗
資
料
で
あ
る
。

　
関
東
地
方
を
中
心
に
放
送
し
て
い

ま
り
放
送
人
学
の
、
…
…
紳
で
、
松
之
山

小
学
校
と
浦
旧
小
昌
．
r
校
が
放
送
教
材

と
し
て
選
ば
れ
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
漕
座
名
は
．
地
域
社
会
と
教
育
－

　
（
令
卜
κ
回
）
で
、
そ
の
う
ち
の
第

．
、
．
回
．
学
校
の
成
、
ど
地
域
、
第

四
回
．
教
育
内
容
と
地
域
社
会
　
で

く
わ
し
く
取
り
ト
．
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
繭
師
は
L
越
教
育
大
学
の
新
井
郁

男
副
学
．
長
と
、
松
之
山
町
出
身
で
同

人
以
、
r
の
H
イ
月
弥
、
助
教
授
で
す
。

　
実
際
の
撮
影
は
昨
年
の
九
月
に
臼

わ
れ
、
松
之
山
小
学
校
で
は
創
ヴ
か

ら
現
在
ま
で
の
歴
ゆ
、
・
県
卜
学
校
初

一
診臨

の
テ
レ
ビ
導
人
・
パ
ソ
コ
ン
教
育
な

ど
が
取
材
さ
れ
、
浦
…
小
学
校
で
は

山
村
留
学
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
学
校
と
地
域
の
結
び
つ

き
に
甲
点
を
置
き
、
過
疎
化
の
な
か

で
も
先
進
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る

町
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
は
こ
の
放
送
人
学
を

視
聴
“
隻
き
ま
せ
ん
が
、
放
送
人
学
よ

り
じ
デ
オ
が
教
育
委
員
会
・
松
之
山

小
昌
．
r
校
・
浦
旧
小
学
校
に
送
ら
れ
て

ぎ

長
し
た

の
で
、
ご
覧
に
な
り
た
い

乃
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
学
校
㍉
か
ら

椙
り
て
く
だ
さ
い
。

撤鍼trと麟
敦樋1碑嚇瞭

放送大学のテキストとビデオ

一

献
・
あ
雛
繋
㌶
甜
菟

　
　
　
ー
　
　
星
父
限
度
ダ
．
・
、
う
で
す
、
　
　
　
も
駄
段
彦
ン
テ
ィ
あ

一 卜
－
七
ー
安
一
釈
之
リ
ノ
を

で
献
血
が
行
わ
れ
ま
し
λ
　
　
　
ー
‘

　
い
両
い
は
訪
れ
る
人
も
少
な
く
拍

当
慧
占
象
＼
穿
、
罵
」

人
警
壱
な
い
の
で
は
な
い
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
・
ミ
い
菱
．
一
な

む
紀
し
て
い
ま
し
た
カ
　
，
、
｛
ー

　
」
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
：
ト
レ
L
レ
一
、

る
と
松
之
由
分
校
の
．
一
．
　
・
ノ
、
ノ

炉
六
才
歴
に
伺
た
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力

，
マ
　
　
　
　
　
　

、
　
　
　
）
　
・
、
玉
臥
島
肌
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と
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．
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は
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カ
し
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る
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塾
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菱
二
仁
蕊
た
成
分
献

　
よ
　
　
よ
ハ
い
ノ
で
も
む

び
し
“
戸
で
き
る
こ
と
で
す
。
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ノ
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慧
の
幡
言
獣
鴫
覧

t
　
、
、
）
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・
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Q
O
ミ
リ
採
血
の

f
し
力
タ
ー

狛
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、
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播

こ
ク
ノ
し
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セ
ヘ
メ
し

膨
蟻
主
鶴
．
女
＋
六
週
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．
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池
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任
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し
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．
／
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で
友
達
と
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声
力
．
ー
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て
い
よ
し
た
、

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
し
　
ド

当
厭
墾
危
矢
疑
ヨ

名
で
』
あ
う
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の
雰
塁
奪

徒
の
皆
さ
／
へ
し
元

　
　
な
お
ヒ
月
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
い
後
は
松
里
d

　
U
占
ル
承
ー
セ
ン
タ

老
急
い
案
に
献
魁
が
㌣
、
博

の
で
、
｝
協
力
を
お
剛
し
養
蔽

　
　
玉
た

　
　
．
．
．
m
役
劾
こ
き
ξ
－

　
　
あ
成
分
献
讐
犠
鵬
膿

て
…
、
『
と
盃
里
み
．
入

　
　
　
　
　
　
　
、
・
㌢
“
日
も
か
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
種
で

あ
「
人
命
を
救
う
墨
な
力
遷

も
あ
り
寺
．
　
　
レ

搬
磁
藤

“い

一
・
　
一

の皆さん
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、、少

、
4

れた松高献血に協力して
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歴
史
ど
地
名

L．
＿．

　
町
の
西
部
、
渋
海
川
支
流
樋
田
川

の
両
岸
に
位
置
す
る
。

　
昭
和
瓦
卜
四
年
、
樋
旧
と
崩
田
の

両
集
落
が
合
併
し
豊
…
と
な
り
、
集

落
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
東
浦
田
村
・
西

行
目
寸
．
ヒ
行
門
寸
）
＝
．
ク
）
～
“
、

詐
f
季
　
－
涌
ー
季
0

；
σ
ト
カ

こ
の
集
落
を
構
成
し
て
い
た
。

　
樋
田
川
右
岸
地
区
は
東
浦
田
村
、

左
岸
地
区
は
西
・
北
浦
川
村
の
一
部

と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
、
崩
田
地

区
は
三
村
が
競
っ
て
開
発
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
浦
田
の
各
村

々
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
た
と
旧
心

わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
境
界
が
は
っ
き
り
し

な
い
の
は
、
明
治
六
（
一
八
七
。
じ

年
に
浦
田
地
．
区
の
七
か
村
が
合
併
し
、

浦
田
村
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に

町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の

村
が
大
｛
．
†
と
い
う
単
位
に
な
っ
た
。

　
も
し
、
明
治
六
年
に
浦
田
地
区
の

七
か
村
合
併
が
な
け
れ
ば
、
現
在
の

人
｛
．
r
浦
田
は
江
、
戸
田
代
の
し
つ
の
村

名
（
束
浦
川
・
西
浦
川
・
北
浦
川
・

南
浦
田
新
田
・
中
』
）
．
山
新
田
・
本
山

勧
旧
・
藤
原
析
．
唐
が
丞
．
亡
こ
．
礼

残
っ
た
こ
と
に
な
ろ
。

　
浦
川
地
区
の
歴
史
夕
．
調
べ
る
う
え

で
、
　
．
」
の
、
大
｛
．
r
制
”
が
井
マ
冨
に
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
地
す
べ
り
の
常
習
地
帯
で
あ

り
、
昭
和
．
．
一
卜
七
年
の
春
に
は
函
”

で
人
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
、

、
．
一
棟
が
移
転
、
被
害
額
も
八
七
七
万

円
に
達
し
た
。

　
現
在
鼻
亡
池
表
で
の
林
道
ド
』
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
お
国
八
卜
八
、
番
、

薬
師
堂
の
金
精
．
石
仏
群
と
と
も
に
観

光
．
面
で
脚
光
を
あ
び
て
い
る
。

た
び
多
度
津
に
菅
い
た
、

　
．
〕
の
問
『
毎
日
四
ト
ー
冒
ズ
ー
ト
庄

午
．
歩
く
レ
㌧
い
う
皿
健
脚
ぶ
り
で
あ
っ
た
、

　
口
膝
助
は
ん
月
卜
在
目
前
後
に
無
事

帰
怨
巳
し
、
仏
へ
の
服
因
心
威
僧
謝
か
ら
お

国
八
卜
八
溢
の
建
立
を
．
建
願
し
た
、

　
臼
騰
助
は
多
／
＼
の
人
々
の
協
’
刀
を
四
口

て
、
、
文
政
六
年
・
か
ら
八
臼
に
か
け
で

次
々
に
仏
像
を
建
存
し
た
．

　
．
閣
の
四
国
八
卜
八
番
．
遍
路
は
今
日

お
国
八
＋
入
番

　
文
政
四
（
一
八
一
．
一
）
年
、
豊
田

の
高
沢
藤
助
は
四
国
八
レ
八
番
巡
打

を
発
願
、
一
．
月
一
日
に
村
を
川
ヴ
し

て
伊
勢
に
詣
で
、
．
』
月
レ
川
H
川
q

の
多
度
津
（
香
川
県
）
に
着
い
た
。

　
そ
の
後
は
徳
島
・
高
知
。
愛
媛
と

四
国
を
一
巡
し
、
四
月
卜
九
日
ふ
た

で
も
b
わ
淑
て
お
り
、
観
光
バ
ス
な

ど
、
『
し
容
易
に
巡
拝
で
き
る
。

　
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
は
相
当
な

路
銀
が
必
要
で
あ
り
、
数
か
月
を
．
要

す
る
長
旅
で
あ
っ
た
。

　
り
一
、
．
．
て
在
所
に
居
な
が
ら
、
遍
路

レ
‘
、
同
じ
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
い
う
お

国
八
卜
八
．
番
が
各
地
に
作
ら
れ
た
。

　
曲
．
焼
田
の
お
国
八
卜
八
斎
も
そ
の
う

ち
の
一
つ
で
あ
る
。

N
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、
継
タ
‘
庸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅譲饗琶鰻灘ア』懸欝賑蕪

　　　江戸時代後期、庶民、の厚い信仰心によって

　　　　　　　　　　　　　建立されたお国八十八番

薬
師
堂
と

ー
1
」

　
崩
田
に
廃
堂
と
な
っ
た
薬
師
堂
が

あ
り
、
そ
の
堂
の
柱
に
は
鹿
児
島
城

．
卜
生
ま
れ
の
修
験
者
の
名
前
が
墨
書

き
さ
れ
て
い
る
。

　
藻
師
堂
の
建
立
年
月
・
本
寺
名
も

．
杢
詳
だ
が
、
境
内
に
残
さ
れ
た
石
祠

や
金
精
石
仏
群
か
ら
厚
い
信
仰
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
金
精
石
仏
群
は
、
男
根
を
抱

い
た
光
背
型
の
観
音
像
が
三
基
、
男

根
像
が
四
基
。
、
そ
の
う
ち
の
一
基
に

は
観
音
像
が
線
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
大
き
さ
は
一
、
一
ト
～
四
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
と
小
振
り
で
あ
る
。

　
残
八
，
心
な
こ
と
に
、
造
立
年
代
や
信

仰
目
的
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　
お
そ
ら
く
チ
授
け
や
夫
婦
和
合
を

日
的
と
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
男
根

を
抱
く
観
音
像
は
非
常
に
珍
し
い
。

　
性
信
仰
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

豊
か
な
生
産
力
の
象
徴
と
し
て
占
く

か
ら
信
仰
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
金
精
石
仏
群
も
道
祖
神
の
一

変
種
と
し
た
場
合
、
五
穀
豊
穣
。
悪

霊
や
疫
病
の
侵
入
阻
止
が
目
的
だ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
見
る
者
を
楽
し
く
さ
せ
る
金
精
．
石

仏
群
は
、
後
世
に
伝
え
た
い
貴
重
な

民
俗
資
料
で
あ
る
。

　
関
東
地
方
を
中
心
に
放
送
し
て
い

ま
り
放
送
人
学
の
、
…
…
紳
で
、
松
之
山

小
学
校
と
浦
旧
小
昌
．
r
校
が
放
送
教
材

と
し
て
選
ば
れ
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
漕
座
名
は
．
地
域
社
会
と
教
育
－

　
（
令
卜
κ
回
）
で
、
そ
の
う
ち
の
第

．
、
．
回
．
学
校
の
成
、
ど
地
域
、
第

四
回
．
教
育
内
容
と
地
域
社
会
　
で

く
わ
し
く
取
り
ト
．
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
繭
師
は
L
越
教
育
大
学
の
新
井
郁

男
副
学
．
長
と
、
松
之
山
町
出
身
で
同

人
以
、
r
の
H
イ
月
弥
、
助
教
授
で
す
。

　
実
際
の
撮
影
は
昨
年
の
九
月
に
臼

わ
れ
、
松
之
山
小
学
校
で
は
創
ヴ
か

ら
現
在
ま
で
の
歴
ゆ
、
・
県
卜
学
校
初

一
診臨

の
テ
レ
ビ
導
人
・
パ
ソ
コ
ン
教
育
な

ど
が
取
材
さ
れ
、
浦
…
小
学
校
で
は

山
村
留
学
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
学
校
と
地
域
の
結
び
つ

き
に
甲
点
を
置
き
、
過
疎
化
の
な
か

で
も
先
進
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る

町
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
は
こ
の
放
送
人
学
を

視
聴
“
隻
き
ま
せ
ん
が
、
放
送
人
学
よ

り
じ
デ
オ
が
教
育
委
員
会
・
松
之
山

小
昌
．
r
校
・
浦
旧
小
学
校
に
送
ら
れ
て

ぎ

長
し
た

の
で
、
ご
覧
に
な
り
た
い

乃
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
学
校
㍉
か
ら

椙
り
て
く
だ
さ
い
。
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翻懲．

灘

六
月
．
r
レ
ヒ
H
と
．
．
レ
八
H
の
夜
、

町
民
体
育
館
ご
平
成
．
．
、
負
度
町
民
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
へ
万
（
六
人
刺
捌
）
が
κ
臼

♪
～
長
－
．
一
。

オ
オ
　
ー
．
六

今
年
の
友
会
に
は
ト
チ
ー
ム
が
参

川
し
、
そ
の
）
ち
の
四
弄
ー
ム
は
高

校
生
チ
ー
ム
で
し
た
。

ま
た
、
女
性
だ
け
の
芳
ー
ム
も
．
．
．

チ
ー
ム
あ
り
、
例
年
に
な
く
華
や
い

だ
大
会
と
な
り
長
し
た
、

試
へ
呂
方
は
．
U
H
に
丞
選
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を
行
い
、
．
．
口
H
は
準
決

券
伐
●
丸
券
戌
●
．
．
．

い
ま
し
た
。

　
．
日
目
の
重
選
卜
ー
ヲ
メ
ン
ト
に

出
場
し
た
、
教
員
バ
ワ
ー
ズ
田
の
左

応
援
団
は
に
ぎ
や
か
で
、
得
点
が
人

る
た
び
に
ワ
ー
ワ
ー
・
ギ
ャ
ー
キ
ャ

i
と
歓
L
川
キ

あ
け
て
い
k
ー
た
。

し
か
し
、
．
回
戦
で
、
即
優
勝
々
．
し

た
昇
勢
会
〆
ー
ム
に
当
た
り
、
健
闘

し
よ
し
た
が
．
．
対
⇔
．
で
・
．
負
け
て
し
長

い
上
し
た

女
性
だ
け
の
プ
ー
ム
に
ぱ
．
．
四

ズ
ー
ト
ん
の
弘
ッ
ト
は
高
す
ぎ
、
ヘ

ン
ヂ
と
し
、
て
圧
点
位
あ
っ
て
も
良
い

k
う
に
感
し
女
し
た
。
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チ
ー
ム
対
高
校
生
チ
ー
ム
と
な
り
、

　
　
　
ら
も
．
仙
取
ヂ
ー
ム
が

勝
ち
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
M
M
B
C
対
昇
勢
会
で

行
わ
れ
、
．
．
対
O
で
M
M
B
C
が
勝

々
ヒ
O
㎝
平
均
の
チ
ピ
、
ど
も
呑
、
行
わ
れ
、

．
．
対
一
で
松
高
、
．
．
年
が
勝
ち
長
し
た
。
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松
之
山
町
史
が
完
成
し
、
町
の
豊

か
な
自
然
や
歴
史
が
学
術
的
に
解
明

さ
れ
虫
し
た
．

町
に
残
さ
れ
た
自
然
を
後
壁
に
伝

い
て
き
た
松
之
川
の
歴
史
を
学
ん
で

み
よ
せ
ん
か
．

よ
た
、
町
史
で
取
L
げ
ら
れ
な
か

っ
た
㍑
爺
な
資
料
や
話
題
を
、
視
聴

覚
機
材
欣
．
す
を
使
川
し
な
が
ら
r
寧
に

説
明
い
た
し
よ
r
，

具
体
的
な
H
程
に
つ
い
て
は
、
中

込
み
締
切
り
後
参
加
κ
に
連
絡
い
た

し
ま
す
、

▼
期
間
し
月
か
ら
ト
．
月
長
で

　
　
八
回
を
近
疋

▼
会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
ダ
ー

▼
講
師
町
史
編
さ
ん
に
携
っ
た

　
　
先
生
方
が
担
当
し
長
す

▼
申
込
み
　
し
月
．
、
卜
．
．
日
ま
．
で
に

　
　
公
民
館
へ
電
話
で
巾
込

　
　
ん
で
く
だ
さ
い
。
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化
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す
が
、
公
民
館
で
は

小
学
生
に
野
球
の
楽
し
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た
偲
．
領
　
．
一
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た
だ
く
た
め
、
少
年
野
球
教
室
々
．

用
崔
よ
る
．
τ
〕
に
な
り
k
し
た
，

．
尺
で
も
多
（
の
小
学
生
か
ら
少

加
し
て
い
た
た
き
、
最
終
日
に
は
痢

白
戦
が
紐
め
た
ら
と
思
っ
て
い
長
寸
。

雌
礎
か
ら
始
め
長
す
の
、
…
L
、
初
心

呂
で
も
安
心
し
て
饗
加
．
マ
き
長
r
．

▼
期
　
日
　
し
H
」
目
か
ら
八
月
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八
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で
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週
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者
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▼
申
込
み
　
公
民
館
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…
で
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だ
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い
、

町民体育大会
7月28日

卜
六
回
目
を
迎
え
る
町
民
体
育
大

会
が
、
し
月
二
卜
八
H
の
H
曜
口
に

町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
は
松
之
山
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
り
っ
ぱ

な
町
民
グ
ラ
ン
ド
・
管
理
棟
・
駐
車

場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
年

か
ら
会
場
が
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
変
わ

り
ま
し
た
、

種
目
の
方
で
は
宝
箱
は
こ
び
が
な

く
な
り
、
さ
あ
・
ど
っ
ち
？
と
い
う

新
種
群
日
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
種
目
は
○
か
×
．
で
答
え
る

ク
イ
ズ
形
式
で
、
正
解
す
る
と
一
つ

前
進
し
、
翁
κ
問
正
解
す
る
と
ゴ
ー

　
　
　
　
ル
で
き
末
す
。

　
　
　
　
各
地
区
三
卜
人

　
　
　
づ
つ
参
加
し
ま
す

　
　
　
　
の
で
、
一
瓦
○
人

　
　
　
も
の
人
た
ち
が
正

畷1・ソ〆

解
を
求
め
て
右
往
左
往
す
る
姿
が
見

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
ク
イ
ズ
が
出

さ
れ
る
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
新
種
口
の
事
前
練
習
は
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。

奨
励
種
目
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
ニ

キ
ロ
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
、
ニ
キ
ロ

は
小
学
生
、
三
キ
ロ
は
中
学
生
以
L

と
な
り
ま
し
た
。

他
の
種
目
に
つ
い
て
は
例
年
ど
お

り
で
す
の
で
、
選
手
に
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十
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開会式及び体育協会表彰
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塗
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が
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。
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に
変
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で
は
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い
と
思
い
ま
す
。

奨
励
種
目
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
ニ

キ
ロ
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
、
ニ
キ
ロ

は
小
学
生
、
三
キ
ロ
は
中
学
生
以
L

と
な
り
ま
し
た
。

他
の
種
目
に
つ
い
て
は
例
年
ど
お

り
で
す
の
で
、
選
手
に
選
ば
れ
た
方

は
昨
年
の
事
を
思
い
出
し
て
練
習
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

梅
雨
明
け
後
の
一
番
暑
い
時
に
開

催
さ
れ
る
大
会
だ
け
に
、
体
調
を
整

え
て
且
ハ
合
い
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　　「
フ新
工潟
ス県
テス
イポ
バI

ルツ

八
月
一
、
一
H
・
四
日
と
L
越
市
を
会

場
に
、
第
．
二
回
新
潟
県
ス
ポ
！
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
潟
県
及
び
市
町
村
で
は
、
手
軽

に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
り
、

健
康
増
進
と
体
力
の
向
L
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
次
の
種
目
の
県
人
会
に
松

之
山
町
か
ら
も
参
加
し
ま
す
。

▼
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フ
ト
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レ
ー
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ー
ル

又
1
．
二
1
～
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－
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ノ
ノ
＝
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F
－

L
越
市
総
合
体
育
館

▼
男
女
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綱
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き

k
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ー

ノ
ノ
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i
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…
ス
ポ
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ツ
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ー

「
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1
　
1
　

r
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i
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ユ
町
内
一
周

一
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
操

一

体育大会プログラム

　　　種　　　　　　　目

開会式及び体育協会表彰

100m競争　小学生～高校生

　　　　　　　　　　（地区対抗）

紅白玉入れ　　　　　　（地区対抗）

2・3キロロードレース

幼児レース

モグラ競争　小学生1・2・3年

さあ、どっち？　（新種目・地区対抗）

ナイスドリブルナイススローリレー

　　　　　　　　　　（地区対抗）

砲丸投げ　　　　　　　（地区対抗）

　　　町民

翻

　
m

　
o
o
　
1
加

　
～
　
　
参

　
m
　
　
由

　
5
0
　
　
自

　
走
　
　
走

　
員
　
　
m

げ
全
0

投
中
丸
・
砲
小

毎
年
多
く
の
ご
家
族
か
ら
参
加
い

た
だ
い
て
い
表
す
、
町
内
一
周
フ
ァ

ミ
リ
ー
体
操
～
一
〇
〇
日
運
動
に
取

り
く
み
ま
し
ょ
う
！
～
を
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年
も
始

め
ま
し
た
。

配
布
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シ
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、
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内
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る
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図
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り
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ス
ポ
ー
ツ
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い
運
動
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ら
O

印
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つ
ぶ
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い
。

一
〇
〇
H
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か
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閉会式　 　一，」

0時00分

0時10分

0時15分

0時40分

0時50分

1時05分

11時15分

　ノノ

ll時50分

12時50分

13時00分

13時10分

13時30分

13時40分

13時55分

14時10分

14時35分

15時00分
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夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
夏
休
み
の
解
放
感
や
屋
外
活
動
が

活
発
と
な
る
こ
と
か
ら
、
子
供
と
高

齢
者
の
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
を
中
心
と
し
た
過
労

に
よ
る
居
眠
り
運
転
・
飲
酒
・
著
し

い
速
度
超
過
等
の
無
謀
運
転
も
多
く

な
り
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
こ
れ
ら
の
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

　
危
険
で
す
　
い
ね
む
り
追
い
越
し

　
　
　
飛
ば
し
過
ぎ

廓難　　
　
短
　
　
歌
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重
点
事
項
と
レ
て
次
の
』
一
点
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

｝
、
若
者
を
中
心
と
し
た
無
謀
運
転

　
の
追
放

二
、
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

　
止
三
、
市
町
村
の
実
態
に
合
っ
た
重
点

　
事
項
の
推
進

　
お
盆
前
後
の
帰
省
シ
ー
ズ
ン
に
は

車
が
急
増
し
ま
す
の
で
、
レ
分
注
意

す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」
開
設

　
警
察
で
は
、
八
月
を
行
方
不
明
の

人
を
捜
す
重
点
月
と
定
め
、
各
地
で

相
談
所
を
開
設
し
て
皆
さ
ん
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
　
（
無
料
）

　
皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合
い
の
人

で
、○
病
気
を
苦
に
し
て
家
出
を
し
た

○
外
出
し
た
ま
ま
行
方
が
わ
か
ら
な

　
く
な
っ
た
。

○
出
稼
ぎ
先
か
ら
便
り
が
途
絶
え
た

等
で
、
そ
の
後
消
息
が
知
れ
ず
お
困

り
の
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
相
談
に
お
い

で
く
だ
さ
し

　
相
談
所
で
は
、
全
国
各
地
で
亡
く

な
・
レ
才
　
身
元
の
わ
か
ら
な
い
方
の

写
真
な
ど
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す

◎
巡
回
相
談
所

○
八
月
五
日
（
月
）
．
霊
　
　
．
．
．
、
カ
・
レ

　
午
後
七
時
ま
で

○
ヒ
越
北
纏
、
口
察
署

※
な
お
、
彩
鴻
市
に
あ
る
県
警
察
本

部
で
は
、
常
時
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

抽
斗
に
秘
め
た
る
も
の
の
如
く
あ
り

　
　
　
　
セ
ピ
ア
色
な
る
母
の
写
真
は

咲
き
誇
る
牡
丹
の
花
は
衰
へ
て

　
　
　
　
堪
え
き
れ
す
に
と
っ
と
崩
る
る

総
身
に
光
り
を
ま
と
ふ
く
ち
な
は
が

　
　
　
　
た
ひ
ら
な
水
を
静
か
に
泳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木

俳
　
　
句

姫
著
義
の
寄
り
そ
ひ
咲
く
や
尼
の
寺

参
道
は
日
傘
要
ら
す
の
少
林
寺

惜
春
の
入
り
船
出
船
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

菜
の
花
を
漬
け
て
明
日
の
旅
支
度

綜
結
ふ
亡
母
の
仕
種
を
偲
び
つ
つ

悲
な
く
朝
な
手
を
染
め
梅
を
干
す

」

柳

俊
一
（
栄
屋
）

佐
藤
　
節
女
（
松
屋
4

松
之
山
　
高
沢
　
秀
女
（
南
田
）

凡
戦
に
少
し
早
目
の
バ
ス
に
乗
る

駄
馬
貧
馬
吠
か
す
跳
は
さ
す
梅
雨
最
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉

草
村
　
正
孝
〔
一
枚
田
）

平成4年度
松之山町職員募集

　松之山町では21世紀を担うフレッシュな力を

求めています。

　あなたが生まれ育ったこの町で、思いっきり

活躍してみませんか。

●職　種一般事務
●採用予定人員　　若干名

●受験資格
　昭和42年4月2Hから昭和49年4月l　l1までに生まれた者で、

　平成4年3月卒業見込みの者を含む。

●試験日時及び試験会場

（1）第1次試験

　　o試験H　平成3年9月2211（L 1曜日）

　　○試験場　ヒ越市立城東中学校（ ヒ越市本城町〉

　　○方　法　 一般知識0）筆記試験並びに作文試験

　　○合格発表　平成3年10月上旬に発表し、合格者に通知します。

　（2〉第2次試験

　　○方　法　第1次試験合格者に対し、面接試験、身体検査を実

　　　　　　施します。

　　○試験H及び試験場

　　　　　　平成3年10月下旬頃、松之山町で実施します。

●申込み方法　役場0）総務課行政係に受験申込用紙を請求してく

　　　　　　　ださい。

●受付期間　平成3年7月511（金曜H）から平成3年8月13
　　　　　　　1 1（火曜1』1）まで

　くわしくは、役場総務課行政係（智6－3131）までお問い合わせ

ください。
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●

有
段
を
め
ざ
し
て

●
　
　
　
』

●

1

黒先白死（3手まで

a
2

4

　詰碁の解答を募集してい

ます。7月26日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

正解者

　村山　　伸（湯　本）

　久保田光栄（天水島）

　
黒
1
の
切
り
込
み
が
必
殺
の
一
手
。

　
白
2
と
広
げ
て
く
れ
ば
平
然
と
黒
3
と
出
る
手
が

よ
く
、
白
4
に
黒
5
ま
で
。

　
白
a
と
入
れ
な
い
の
が
計
算
済
み
と
い
う
わ
け
で

す
。
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　詰碁の解答を募集してい

ます。7月26日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

正解者

　村山　　伸（湯　本）

　久保田光栄（天水島）
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19918月号（Nα186）

女性部門で優勝したrかかあ天下」チームと応援団（町民つな引き大会）

国導353号線沿いの花々（新山地内）

聾今月号の話題鯉
高齢者スポーッ大会一一・一一一一一・2

老連結成25周年記念大会・一…・…一3

町民つな引き大会…　一一一一一…一4

7月のフォトニュースー一・一・一8・9

提言・感想文大募集・一一一一一一一・10

学童親善水泳大会・一一一…・一一…11

集落探訪（小谷）一・一一…・…・一・12

公民館だより・一…一…9一一一一一’●16

婦人会コーナー一一…・一…一・一・17

　　・土曜閉庁
　　7月13日・27日

　　8月10日・24日
※出生・死亡・婚姻の届はできます

社会を明るくする運動

お《薙》み（露亡）

　　　　　　　　　　　1死亡！口月D
村山秀次さん　86歳（赤倉）ド宮田　3・6・6

※6月1日から30日までσ）届出分ですQ

　3　年

小林綾子さん

（上蝦池中道）

ズツ
　　4　年
小野塚珠恵さん

　（東川　沢）
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